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概要

グリッドの推移

jGridにより、わずかな歪の計測も可能となりました。

jGridによる加工時の歪量の計測

Cat.No 3S4J-015-00-120210

近年の薄鋼板の高張力化に伴い、加工時の成形性評価はますます重要性を増しております。成形性評価の代表的な方法は
グリッドによる歪量評価ですが、従来はスクライブドサークルが中心でした。しかし最近の加工の精密化、微小変形化から、より

微小な領域での変形の解析が必要になってきました。そこでドットグリッドによる歪量解析（jGrid）をご紹介いたします。

● スクライブドサークル法（従来法）

図1にスクライブドサークルサンプルの例を示します。
図のように鋼板表面に複数のサークルを焼付ける方法
ですが、サークルはある程度の大きさを有するため、
微小な領域の歪量変化を測定することは困難でした。

成形サンプルの解析例

● ｊGridによる成形サンプルの解析例

図3、4にjGridによる成形サンプルの解析例を示します。
このように、ｊGridを用いれば写実的に微小領域の解析を
行うことができます。

● ドットグリッド（jGrid）法

図2にドットグリッド（jGrid）サンプルの例を示します。
ｊGridはスクライブドサークルと比較して、点も小さく、
ピッチも小さくなっているため、より微小な領域の
歪量変化を測定することができます。

図1 スクライブドサークルの例

図2  ドットグリッド（jGrid）の例

図3 ｊGridによる成形サンプルの解析例

図4 成形サンプルの3D描写の例

サークル径：
1/4インチ（約6.35mm）

ドット径 ： 1mm
ピッチ ： 2mm


